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概
究
発
表
要
旨

イ
エ
ズ
ス
会
イ
ン
ド
管
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
基
礎
的
経
済
構
…
造

高
　
橋
　
裕
　
史

　
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
創
設
後
、
四
〇
年
ほ
ど
の
間
に
東
イ
ン
ド
に

進
出
し
、
教
勢
を
拡
大
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
背
景
と
し

て
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
会
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
様
々
な
布
教
戦
略

を
実
行
し
得
た
こ
と
が
、
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
広
大
な
東
イ
ン
ド
各
地
に
宣
教
師
を
大
勢

送
り
込
み
、
宣
教
・
改
宗
活
動
を
行
な
い
得
た
事
実
に
対
す
る
説

明
は
、
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
地
上
に
「
神
の
国
」
を
築
く
た
め
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

宗
教
的
な
強
固
な
動
機
が
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
わ
け

で
あ
る
が
、
反
面
、
地
上
と
い
う
世
俗
の
中
に
入
り
込
み
、
そ
こ

を
舞
台
と
し
て
活
動
す
る
か
ら
に
は
、
世
俗
の
有
す
る
「
力
」
を

活
用
し
、
同
時
に
そ
れ
を
布
教
戦
略
の
～
部
に
組
み
込
む
こ
と
が
、

圃
避
で
き
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
報
告
は
、
右
に
提
起
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、

大
航
海
時
代
の
イ
エ
ズ
ス
会
が
、
ど
の
よ
う
な
物
質
的
基
盤
を
基

礎
的
経
済
構
造
と
し
て
保
有
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
概
略
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
創
立
後
短
期
間
の
問
に
世

界
的
規
摸
に
わ
た
っ
て
教
勢
を
拡
大
し
得
た
理
由
の
一
端
を
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
喜
捨

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
の
喜
捨
は
、
そ
の
性
格
上
、
大
口
の
も
の

で
は
な
く
、
主
と
し
て
日
常
の
備
品
や
教
会
な
ど
の
建
物
の
修
繕
、

貧
者
へ
の
施
し
な
ど
慈
善
事
業
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と

が
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
エ
ズ
ス
会
全
体

の
経
費
を
賄
う
に
足
る
ほ
ど
巨
額
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
喜
捨
に
代
わ
る
大
聖
の
安
定
し
た
財
源
が
不
可
欠
と
な
り
、

そ
れ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
給
付
金
と
各
種
の
貿
易
活
動
で
あ
っ
た
。

亘
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
給
付
金

　
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
は

「
布
教
保
護
者
」
と
し
て
、
年
度

一25一



給
付
金
と
い
う
形
で
イ
エ
ズ
ス
会
を
援
助
し
て
い
た
。
そ
れ
以
外

の
形
式
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
の
関
税
の
一
部
や
、
イ
ン
ド
国
内
の
土

地
を
付
与
し
て
い
た
。
国
王
給
付
金
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
勢
拡
大

と
共
に
、
増
額
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
支
払
い
状
態
は
悪
く
、

ま
た
実
際
に
支
払
わ
れ
る
額
も
名
目
額
よ
り
も
少
な
く
、
大
口
の

財
源
で
は
あ
っ
た
が
有
力
な
資
金
源
と
は
言
い
難
い
面
も
あ
っ
た
。

皿
　
イ
ン
ド
国
内
の
不
動
産
収
入

　
こ
れ
は
土
地
が
主
で
、
そ
の
土
地
か
ら
上
が
る
米
の
年
貢
や
椰

子
林
な
ど
の
売
却
益
を
収
入
に
充
て
て
い
た
。
ま
た
家
屋
を
賃
貸

し
、
そ
こ
か
ら
の
家
賃
収
入
も
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
た
。
米

作
や
椰
子
林
な
ど
の
収
入
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
な
ど
、
恒

常
性
に
欠
け
る
面
は
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
地
収
入
は

概
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
安
定
し
た
収
入
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

W
　
貿
易
収
入

　
貿
易
収
入
で
は
マ
カ
オ
聾
長
崎
間
の
生
糸
貿
易
が
非
常
に
大
き

な
財
源
と
な
っ
た
。
こ
の
マ
カ
オ
ー
1
長
崎
間
の
生
糸
貿
易
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
国
王
と
ロ
ー
マ
教
皇
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
か
ら
唯
一
公

認
さ
れ
た
貿
易
で
あ
り
、
利
益
が
大
き
い
時
は
年
間
経
費
の
六
〇

％
を
捻
出
し
て
い
た
。
こ
れ
以
外
の
貿
易
で
は
、
マ
カ
オ
ー
ー
イ
ン

ド
問
の
貿
易
が
重
要
で
あ
っ
た
。
生
糸
以
外
の
商
品
と
し
て
、
絹

織
物
・
綿
織
物
・
金
・
霧
香
・
竜
挺
香
・
陶
器
・
砂
糖
・
薬
品
な

ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
の
政
治
的
有
力
者
か
ら
銀
を
あ
ず
か
り
、

そ
れ
を
マ
カ
オ
に
も
た
ら
し
て
希
望
す
る
商
品
を
仕
入
れ
て
日
本

に
帰
国
す
る
と
い
う
、
一
種
の
「
貿
易
斡
旋
」
業
も
行
な
わ
れ
て

い
た
。

V
　
イ
ン
ド
管
区
財
政
の
一
般
状
況

　
財
政
の
一
般
状
況
は
、
お
お
む
ね
悪
く
、
慢
性
的
に
資
金
不
足

で
あ
っ
た
。
財
政
難
を
打
開
す
る
た
め
に
、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会

は
利
益
率
の
大
き
い
貿
易
活
動
に
拍
車
を
か
け
、
内
外
か
ら
批
判

を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
を
「
国
家
と
修
道
会
」
と

い
う
文
脈
で
考
え
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
よ
る
イ
エ
ズ
ス
会

へ
の
財
政
援
助
は
、
布
教
保
護
者
と
し
て
の
「
義
務
」
で
あ
っ
た

以
上
、
イ
エ
ズ
ス
会
報
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
資
金
を
「
要

求
」
す
る
の
は
当
然
の
権
利
の
執
行
で
あ
っ
た
。
反
面
、
経
済
援

助
と
い
う
「
恩
恵
」
を
受
け
る
か
ら
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
下
側
も
ポ
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ル
ト
ガ
ル
国
王
の
富
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
、

た
す
べ
き
「
奉
公
」
で
も
あ
っ
た
。

宣
教
師
た
ち
の
果

お
わ
り
に

　
イ
エ
ズ
ス
会
は
右
に
見
た
各
種
の
財
源
を
基
礎
的
経
済
構
造
と

し
て
、
教
団
運
営
に
編
入
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
財
源

の
確
保
と
い
う
地
上
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
内
部
で

は
、
主
要
な
窃
教
地
同
士
の
軋
礫
が
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

例
え
ば
ゴ
ア
、
コ
チ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
で
は
日
本
の
資
金
が
不
正
流

用
さ
れ
、
こ
の
四
立
教
蔵
置
の
関
係
は
悪
化
し
、
清
貧
に
関
す
る

『
イ
エ
ズ
ス
会
煙
幕
』
の
規
定
の
空
洞
化
、
と
い
う
深
刻
な
内
部

矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
「
科
学
研
究
費
補
助
金
」
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
）

研
究
発
表
要
旨

木
造
教
会
建
築
の
礼
拝
室
天
井
高

　
　
　
　
　
　
確
保
の
空
間
演
出
に
つ
い
て

日
本
基
督
教
会
遠
軽
教
会
と
元
田
稔
の
教
会
建
築
を
対
象
と
し
て

川
　
島
　
洋
　
一

は
じ
め
に

　
本
研
究
は
近
代
建
築
史
の
中
で
登
場
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会

建
築
で
中
心
的
な
空
間
で
あ
る
礼
拝
室
の
形
態
的
特
徴
に
つ
い
て

考
察
し
、
日
本
社
会
で
の
キ
リ
ス
ト
教
建
築
史
の
一
側
面
を
明
ら

か
に
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
礼
拝
室
の
断
面
形
に
注
目
し
、
特
に
天
井
高
確
保
に

よ
っ
て
礼
拝
行
為
を
包
む
効
果
的
空
間
演
出
の
た
め
の
構
造
的
特

徴
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
昭
和
初
期
木
造
建
築
の
日
本
基
督
教
会

「
遠
軽
教
会
㎏
と
、
ま
た
昭
和
二
〇
年
代
以
降
の
教
会
建
築
を
手

が
け
た
元
田
稔
の
作
品
を
対
象
と
し
て
考
察
し
た
。
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